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　浜茄子の花
1896（明治29）年～1968（昭和43）年
釧路市生まれ。
1966（昭和41）年の作品。絹本彩色（32.2×41.3㎝）。

　大正初期から昭和中期に活躍した日本画家。1914年東京美
術学校（現・東京藝術大学）西洋画科に入学、1919年同校日
本画本科へ再入学し、結城素明に師事。素明に学んだ写実主
義に基づく花鳥画や風景画を得意とし、故郷釧路の風物に
取材した作品を多く制作した。1925年第６回帝展に初入選。
1945年に帰郷後は後進の育成にも熱心で、1966年釧路市文化

賞受賞。伝統がなかった北海道日本画家の草分け的存在であ
る。

◇　◇　◇
　本作は、若竹色の背景に一輪の浜茄子が映える素朴な作品
である。対象物を絞り幅広の墨線で簡単に描く作風は、最晩
年の特徴だが、しべの細密さやとげまで描く正確さは、久本
が晩年においても写実を重んじたことを伺わせる。
　浜茄子は北海道の夏を象徴する花である。東京時代の作品
では風景の一部だったが、釧路時代には主題として描かれる
ようになった。また本作の背景に描かれた白いもやが霧を表
すとすれば、本作は、霧の故郷・釧路に咲く浜茄子を表した
ものではないだろうか。
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